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応用が想定される領域

課題と背景 解決方法

① 高等教育機関における機械工学教育
② 製造業企業における技術者新人教育

製図法や設計標準の教材は数多く存在
しますが、「どうすれば価値の高い人工物
を創造できるか」を教える方法は少なく、
「熟練技術者の暗黙知からみようみまね
で学ぶ」プロセスに委ねられています。
機械設計を学ぶ若手技術者が、機械 全

体の企画・設計・製作・評価を通して経験
することで、新しい人工物を創造する
上で重要な「設計者の行動様式」を身に
つけることができます。
当研究室では、設計者の行動様式を学

ぶスターリングエンジンの設計教材と教
育プログラムの開発を行っています。

「設計者の行動様式」を実践的に学ぶことで、
価値の高い人工物の創造ができる技術者を
育成することができます。

特許情報

Technology Readiness Level(技術成熟度） 3

出願の予定なし

学術論文等

キーワード

日本機械学会 優秀展示表彰（2026年2月）
福井隆史，樹脂製多孔式再生器を用いた低温度差スターリングエンジン教材の開発，設計工学，
2026，61巻，3号，pp.167-182，公開日 2026/3/5
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設計者の行動様式

スターリングエンジンの設計教材
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